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問口と目的
　自閉症ス ペ ク トラム障害児は表情の 理解に 様 々 な困難

を示 す 。
Matsuda 　and 　Ya エna 皿 oto （2011）は，顔 ・表

情理 解に つ い て 等価関係 の 枠組み か ら包括的評価 ・支援
を行 うプ ロ グ ラム （Face　Expression　Expert　Progra
皿 ；FEEP ）1）を発展させ て きた。　FEEP で は，顔 ・表情
理解に含ま れ る勅 敷 要素 を，  表情，  感 情語，  音声

的韻律 （プ ロ ソデ ィ ），  状況文，  動作に 分解 し，各

刺激間関係を評価 ・支援するe 定型発達児に 比 べ 自閉症

ス ペ クトラム 障害児は動作を手 が か りとして 他者の 表情

を推測する こ とが 困難 で あ る と報告 されて い る nt。しか

し，動作と表情 の 対応関係 を直接指導 した研究は ほ とん

どない。
　本研究で は，発 達年齢の 低 い 自閉症 ス ペ ク トラム 障害

児が動作と表情の 対応関係を獲i得で きるか検討した。ま

た，異な る朿轍 へ の 般化 を調べ た。

方法
研彡鯵 鯱
　 研 究 開始 時 4歳 6カ 月　（発達年 齢 2歳 11 カ 月 ）で，
広 汎陸発達障害の ある，男児 1名 が本研究 に参加 した。
塑
A ： 動画  セ ッ ト1 ・プ ロ

ーブ刺激 （モ ザイクあり）

モ デル 1 が モ デル 2 に対 して 動作を行 っ た後，モ デル 2

が 「喜び」　 「驚き」　 「悲 しみ」　 「怒 り」 に対応 した動作

を行 う4 つ の 動画刺激だ っ た。 動作を行 っ て い るモ デル

2 の 顔 は モ ザイ ク で覆っ た。  セ ッ ト2 ・≡ll練刺激 （モ

ザイ ク な し）：動作を行 っ て い るモ デル 2の 顔が見 え る，
セ ッ ト 1 の モ ザイ ク を除去 した 4 つ の 動画朿II激だ っ た。
  セ ッ ト3 ・4 ・

般化刺激 A ・B （モ ザイ ク あ り） ：異
な る状況 にお け る 2者 の 動作場 面 を撮影 した動 画刺 激 を

用い た。　 「喜び 」　 「驚き」　 「悲しみ」　 「怒り」 に対応す
る動 画刺激 をセ ッ ト3 ・4共 に 4 つ ず つ 用 い た。
B ：表情静止 画
「喜び」

・「驚き」
・「悲しみ」

・「怒り」 に対応した

表情を示すモ デル 2の 表情静止 画を用い た。
手務き
本研究で は，

1 セ ソ ト4 種類の 動画朿ll激を 2 回ずつ 1ブ

ロ ッ ク内で 提示 した。 1 ブ ロ ッ ク 8試行だっ た 。

1）べ 一
ス ライ ン ；刺激セ ッ ト1 を用い た。

パ ソ コ ン の

デ ィ ス プ レイ 上 に提示 した動画 を見本刺激 と して，動画

の 下に横
一

列 に配置 され た表情静止 画を選択刺激とした。
見本朿1臘 に対応 した表情静止 画 を選択するこ とを実験参
加 児 は求 め られた。
2 ）介入 ：刺激 セ ッ ト2 を用い 為 ベ ー

ス ライ ン と同様

の 手続きだ っ た
。

3 ）プロ
ー

ブ ：
ベ ー

ス ライ ン と同様 の 手続きだ っ た。
4）般化 テ ス ト ： 訓練前 ・訓 練後 にセ ッ ト3 ・4 を用い

て 評価を行 っ た。用い る刺激以外，ベ ース ライ ン と同様

の 手続きだっ た。

結果と考察

　ベ ース ライ ン ，介入，プ ロ
ー

ブにお け る正 反 応率を 図

1に示 した。
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　 　 　 　 　 図 1．表情推細髞 題 における正反応率の 推移

　べ 一ス ラ イ ン に お ける 参加児 の 平均 正 反 応率 は 46．9
％ だ っ た 。

「驚き」 「怒り」動画 を見本刺激と した時の

誤 反応 が 「喜び 」　 「悲しみ」 動画 を見 本束ll激 と した 時 よ

りも多か っ た。介入 に よ り，正反応率 100 ％ に達 した。
　事前テ ス トの 平均正 反応率は 56，3 ％，事後 テ ス トの

平均正 反応率は 75．0 ％ だ っ た。 「怒 り」 動画を見本刺激

とした時の み誤反応 が あっ た。
　結果 は ， 動作 と表情を対提示 す る こ とが （モ デル 1動
作 ＋ モ デル 2 （動作＋ 表情）→モ デル 2 表情）未獲得 で

あ っ た動作 と表 情の 対応 関係 （モ デル 1動作＋ モ デル 2

動作→モ デル 2表情）の 成立を促進 させ たこ とを示 した。

しか し事 後テ ス トの 結果 は，特 定の 刺激 種 類に つ い て の

み 訓練効果の 般化 が 困難で あっ た こ とを示 した。
　本研究 に よ り，発 達年齢の 低い 自閉症ス ペ ク トラ ム 障
害児は動作と表情の 対応関係を獲得で きる こ とが示 され

た。今後は 特定の 刺激種類 につ い て 般化を 困難に して い

る要因を分析 し，訓練手続きに 反映させ る必要 がある。
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注）本研究は，文部科学省科学研究費補助金新学術領域研究 「自閉

症幼児の顔認知による早期アセ ス メン トと早期発 達支援」 及び 日本

学術振興会糊 「亅研究員奨励費 「自閉症児の 感情理解／表現へ の 早期

発達支援
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